
活動名：常葉ＳＳＳフットサルトレ－ニングマッチ 

日 程：令和６年１１月１０日（日） 

会 場：常葉体育館 

参 加：T6・L100  ８名 

帯 同：熊坂コーチ 

結 果：VSリガ－ズＡ  １：２ 

VS常葉     ２：１ 

ＶＳリガ－ズＢ  ０：０ 

報告 

テーマ 

   攻守の切替を早くすること。 

   一つ一つのプレ－の精度を高められるように考えてプレ－すること。 

   ＴＲＭでも勝利を目指して全力プレ－でやり切ること。 

    

良かったところ 

   空港フットサル大会の経験もあり、攻守のバランスがとても良くなりました。 

   セットプレ－や攻撃の形も浸透してきました。 

 

空港フットサル大会では伝えていたことが出来ていなかったのですが、このＴＲＭ

では何度かそのプレ－を見せてくれました。今回は私からは伝えていなかったので

すが選手自身が考えて取り組んでくれたことを嬉しく思います。 

    

アップやポジション、交代も自分達で話し合って決めてもらいました。 

   副キャプテンを中心に各自責任を持って対応してくれました。 

   そんな姿を頼もしく感じました。 

 

   選手達の積極性もあり攻撃的なサッカ－を見せてくれました。 

   まずゴールへ向かう気持ちがなければ得点を奪うことは出来ないので、その姿勢を

見ることが出来ました。 

   ただシュ－トの精度が・・・。 

 

   １日を通してチーム全員が仲良く楽しく活動してくれました。 

   このＴＲＭの経験を生かして更なる成長に期待したいと思います。 

 

  課題 

   シュ－トは沢山放ちましたがことごとくＧＫにセーブされました。 

   いい崩しでＧＫと１対１になっても決められない場面も沢山ありました。 

   得点出来なかった要因として以下の事が考えられます。 

〇シュ－トコ－スを見つけていないのに蹴っている 

   〇狙った所に正確に蹴れていない 



   〇ＧＫとの駆け引きをしていない 

   〇こぼれ球の予測をしていない 

    

   ゴ－ル前では冷静に・早く・正確にプレ－することが大事です。 

   そういった技術がまだ足りていないということですね。 

   シュ－トを打った他の選手がボールウオッチャ－になってしまっていることも良く

ありません。常に次に何が起こるかを予測して動き出せるようにして欲しいと思い

ます。特にゴ－ルの小さいフットサルではこぼれ球に対する反応が相手より早くな

ければ得点することは難しいです。 

 

   失点が自分達のミスによるものばかりでした。 

   集中を切らさないこと・自陣ゴール前では安全なプレ－を選択することが大事です。 

   一瞬一秒たりとも気を抜くことなく戦い抜いていけるようにして下さい。 

 

   コーチ：熊坂 

 


